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 要  旨 
研究の背景・目的 
Lakoff & Johnson(1980)以来，メタファーは単に表象的な表現手段に留まらず，人間の認知プロセスの根幹をなすも
のとして国内外の認知科学関連諸分野で研究が盛んである．また，表現としてのメタファーの意味についてはこれまで
の研究において，名詞メタファーや動詞メタファーを対象としたものが多く，形容詞が名詞を修飾することによって成
立する形容詞メタファーに関する研究は少ない． 
そこで本研究では「甘い色」のような「形容詞+名詞」の形を持った形容詞メタファー表現を対象とした研究を行う．
Osgood(1980) によって提案された APG (Abstract Performance Grammar)モデルに基づき，形容詞の意味と修飾され
る名詞の意味との相互作用による意味変化パターンについて検討し，形容詞メタファー創出における意味変化や否定的
意味の喚起メカニズムの解明を試みる．本研究では相互作用の意味変化パターンとして，楠見(1994)によって精緻化さ
れた APGモデルに基づき検討する．先行研究では名詞メタファーを対象としているが，名詞メタファーを対象として確
認されたメタファーの意味に関する認知モデルが形容詞メタファーの意味についても説明しうるのかどうかは検討に値
すると思われる． 
方法 
本研究では“感覚形容詞＋名詞”という形式をとる形容詞型メタファー表現を実験および分析の対象とする。意味の
相互作用による意味の創発が観察されにくい慣習度の高いメタファー表現と理解不可能なメタファー表現を除くため，
本実験で用いる形容詞メタファーを予備実験によって理解度，慣習度を選定した結果 158個の実験刺激を得た．実験刺
激群について，“好きー嫌い”，“快いー不快な”，“面白いーつまらない”などの 17 の両極形容語対を用いて 7 段階 SD
法と自由記述の設問を設定し，喩辞，被喩辞，メタファー表現のそれぞれに対して被験者への回答を求めた． 
結論 
色彩語メタファーは，形容詞メタファーの中でも否定的な意味を喚起しやすいということが結果として証明された．
また，今回の実験を通じて以下に新たな仮説を立てるに至った． 
1. 形容詞メタファーは否定的な意味を喚起しやすい． 
2. 視覚(色彩形容詞)メタファーは意味変化の予測がプラスでもマイナスへの変化が特に多い． 
3. 聴覚メタファーは意味変化を予測しやすい．嗅覚メタファーはマイナス変化の予測が強化されやすい． 
自由記述から触覚，味覚，聴覚においてマイナス方向へ変化するメタファーは創発特徴が多くみられたが，視覚と嗅
覚では差がみられなかった．嗅覚に関しては喩辞が否定的なケースが多くみられたため，変化の幅が小さいことが原因
と考えられる．視覚に関しては喩辞が中立である場合にも創発特徴が多くみられたことから色彩形容詞メタファーが特
異的であることが伺える． 
 
